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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2025-2026年度クラブ方針 

「例会に出席しよう 

      みんなに会おう」 

井上君：荻野慎諧様、本日の卓話よろしくお願いします。 

菅原君：荻野様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の

卓話よろしくお願い致します。楽しみにしています。 

嶋田君：荻野慎諧様、ようこそ有田ロータリークラブへ。勉

強させて頂きます。 

福田君：荻野慎諧様、本日の卓話よろしくお願い致しま

す。 

川口君：荻野慎諧様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話宜し

くお願い致します。楽しみです。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

本日の出席者１９名／２４名     

（うち出席規定免除者６名／７名）  

 

 

〔木本会長〕 

 皆さん、こんにちは。3月15日の親睦家

族旅行への参加、お疲れさまでした。私

はすっかり酔っぱらってしまい、帰りのバス

の中での挨拶では、何をしゃべっているか

自分でもよくわかりませんでした。参加して

下さったご家族の方にお詫びするととも

に、大変長い時間お付き合いいただきま

したこと、改めて御礼申し上げます。 

 さて、3月はロータリーの水と衛生月間です、本日は衛生

についてお話します。 

 衛生とは、健康の維持・増進と疾病の予防・治療に努

め、心身の健康を保つことです。古くは「生命をまもる」とい

う意味で、現代では清潔な環境づくりや手洗いなどの行動

を含み、公衆衛生や産業衛生などの分野で健康を守る具

体的な措置を指します。 

 衛生の包括的な内容として、次の3つが挙げられます。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１４６回例会） 

令和８年３月２６日(木）  

〔木本会長〕 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

ゲスト：荻野 慎諧氏 

    （有田川町地域プロジェクトマネージャー） 

 

〔川口SAA〕 

木本君：有田川町地域プロジェクトマネージャー 荻野慎

諧様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の卓話宜

しくお願い致します。 

児嶋君：荻野慎諧様、ようこそ有田RCへ。本日卓話よろし

くお願い致します。 

石垣君：荻野慎諧様、ようこそ有田RCへ。卓話よろしくお

願い致します。 

岩橋君：荻野先生、ようこそ有田RCへ。卓話よろしくお願

いします。木本会長、相撲土産ありがとう。 

上野山（捷）君：荻野慎諧様、ようこそ有田RCへお越し下

さいました。本日の卓話楽しみにしています。 

橋爪（正）君：荻野慎諧様、ようこそ有田RCへ。本日の卓

話よろしくお願いします。 

宮井君：荻野慎諧様、本日の卓話よろしくお願い致しま

す。楽しみにしています。 

松村君：荻野慎諧様、お話楽しみにしています。昨日、計

らずも雨の中ゴルフをしてしまいました。 

中元君：荻野慎諧様、本日の卓話よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：荻野さん、本日よろしくお願いします。有

田川町をよろしくお願いします。 

橋爪（誠）君：荻野様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話よ

ろしくお願いします。 

令和８年４月２日 第３１４７回 

・会員卓話：中村 吉伸君 

 「児童・生徒へのがん教育」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和８年４月９日 第３１４８回 

・外部卓話：諏訪智也氏（鉄板ダイニングBENK） 

 「食と健康について」 

・ソング：「四つのテスト」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３１４６ Nｏ． 

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

出 席 報 告              ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報小委員長  

木本 隆昭 

児嶋 正人 

福田 一由 

会長の時間 



２ 

水と衛生月間 

1．疾病の予防・治療：病気にかからないための予防接種

や、早期発見・治療の対策など。 

2．環境の整備：公衆の安全や健康を確保するための清

掃、ごみ処理、水質管理など。 

3．清潔の保持：手洗い、うがい、入浴、部屋の清掃など。 

 以上のことから、衛生は単に清潔であることだけでなく、

社会において安心して安全に暮らすためのシステム全

体を指します。 

 日本及び世界における衛生問題は、安全な水へのアク

セス、トイレの普及、そして気候変動に起因する環境汚

染など、多岐にわたります。世界では約22億人が安全に

管理された飲み水を利用できず、約35億人が適切なトイ

レを使用できない状況にあります。日本は高い水道普及

率を誇りますが、災害時の衛生確保や高齢化に伴う課題

を抱えています。 

 衛生問題への取り組みと展望としては、日本はJICAな

どを通じて、開発途上国の上下水道整備、技術指導、衛

生教育を支援しており、住民参加型のトイレ普及や、汚

染された水域の浄化活動を行っています。 

 またロータリーは、会員の世界的ネットワークを通じて、

世界各地の人々と協力して教員研修やカリキュラム作成

を行うだけでなく、家庭と学校の水・衛生設備の改善を通

じて、子供（特に女子）への教育を改善しています。そし

てロータリー財団への寄付は、これらの活動の大きな支

えとなっています。 

 

 

〔児嶋幹事〕 

1.田辺東RCから週報が届いています。 

2.Rotary誌が届いています。 

3.有田経済クラブから経済クラブ通信が

届いています。 

4.有田市から有田市市政施行70周年記

念式典の案内が届いています。 

5.国際ロータリー第2640地区からクラブ

リーダーシップラーニングセミナー（CLLS）の案内が届

いています、参加の方々よろしくお願いします。 

6.一般社団法人 有田青年会議所 わんぱく相撲有田

場所実行委員会から「第25回わんぱく相撲有田場所」

に出席依頼が届いています。 

7.最後に例会変更の案内を後方のホワイトボードに掲示

しています。 

 

 

 

※クラブ管理運営委員会〔橋爪（誠）委員長〕 

 5月の例会運営について 

※ロータリー財団・米山記念奨学委員会 

             〔中村委員長・嶋田次年度委員長〕 

ロータリー財団補助金管理セミナー報告 

日  時：2026年3月22日（日）13：00 

場  所：アバローム紀ノ国 

開会挨拶：ガバナー北野治義 

       （代理 副ガバナー野村壮吾） 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）ロータリー財団補助金申請について 

 （地区R財団副委員長 中野 均） 

・地区補助金申請の手順の説明 

・財団寄付額減少の報告 

・グローバル奨学生募集要項説明 

・ベトナムで5クラブが誕生している 

・オリコロータリーカード、ロータリーダイナースクラブカー

ドの説明 

2）特別講演  

 テーマ「奉仕の理念を実践するために」 

 第1地域ロータリー財団コーディネーター（RRFC） 

 新井和雄PDG 

・ネパールにおける持続可能な農業支援について 

・寄付推進に困らないために サンキューレターを送付、

PHS推進、クラブセントラル目標設定などが必要 

3）ロータリー財団学友現況報告 

 ヘルシンキ大学院 本同一郎氏 

 サセックス大学院 野間真昭氏 

4）その他 

 

 

 

 

 有田川町 

地域プロジェクトマネージャー 

荻野 慎諧 氏 

 

 

「有田を取り巻く化石の活用方法を 

                 長期的視点で考える」 
 

 21世紀に入り、恐竜をはじめとする古生物の発見が各

地で相次ぎ、これらを資源として活用した地域振興の取

り組みが注目を集めている。有田地域もまた、古くから中

生代のアンモナイト産出地として知られており、近年、有

田川町で発見されたモササウルスの一種「ワカヤマソウ

リュウ」の公表は、県内外に大きな反響をもたらした。 

こうした背景のもと、私は2024年に地域プロジェクトマ

ネージャーとして有田川町に着任し、ワカヤマソウリュウ

を核とした地域振興を推進している。恐竜や古生物は、

特に小学生世代とその家族が強い関心をもつ魅力的な

コンテンツであり、夏季には全国の博物館で企画展が多

数開催され、県境を越えた観光交流の契機にもなってい

る。 

ワカヤマソウリュウは、国内でも極めて保存状態の良い

標本であり、映画『ジュラシック・ワールド』で一躍有名に

なったモササウルス類に属する新属新種として公表され

たことから、注目度が高い。この貴重な標本を地域資源と

して活用するにあたっては、主に「自然科学教育」と「観

光振興」の二面において、大きな効果が期待される。 

教育方面ではSTEAM教育をはじめとした創造性を育

む学びへと展開が可能である。とりわけ地方において

は、こうした先進的学習機会が都市部に比べて限られて

いることから、ふだんALECにおいて日常的な学習環境

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 



の充実を目指し、教育支援を行っている。 

観光振興の観点では、有田地域は交通量の多い阪和

自動車道が南北に走っているものの“通過点”になって

いるとの指摘がある。これに対し定期的な発掘体験イベ

ントなどを通年で実施することにより、地域への新たな来

訪動機を創出し、周辺産業への波及効果を目指してい

る。 

海沿いの3市町においても、恐竜などの化石報告が出

始めていることから、地域のポテンシャルとして魅力的な

コンテンツの活用について、意見の交換ができれば幸い

と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

水と衛生月間 

閉会・点鐘 〔木本会長〕 

 4月の例会プログラム 

4/2(木) 

会員卓話 

 中村 吉伸君 

「児童・生徒へのがん教育」 

4/9木) 

外部卓話 

 諏訪 智也 氏 

 （健康研究所 

  鉄板ダイニングBENK    

      オーナーシェフ） 

「食と健康について」 

4/16(木) 

外部卓話 

 川村 健一郎 氏 

 （有田鉄道株式会社 

       取締役社長） 

「弊社の地域での役割と展望」 

4/23(木) 

移動例会 

 さくらんぼ園 遊具の寄贈 

 子供たちとのふれあい 

卓話  

 野田 みちよ 氏 

 （社会福祉法人 桜樹 

          理事長） 

4/30(木) 休会 

例会風景 


